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が認められた。また，ハイマツ集団では，宿主と異なり Allelic Richness と地理的位置（緯度）との
間に有意な負の相関関係が見られた。
　以上の結果から，現在の本菌の分布パターンは後氷期以降の宿主の分布変遷と樹種，菌根菌それぞれの生
態的特性，特に伏状更新か実生更新かという樹種の特徴と定着したジェネットが長期間にわたり菌糸で拡大
しながら胞子形成するという菌種の繁殖戦略を関連させることにより説明できることを示した。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究は，土壌生息菌類の中で宿主選択性が比較的明瞭なゴヨウマツ類の外生菌根菌ベニハナイグチの本
邦における地理的分布を明らかにしその成因を解明することを目的とする。最初に菌種の宿主範囲を検討し，
次にジェネット解析のための分子マーカーを開発した。これらの結果に基づき，単林分と同一山塊内の 7 つ
のマツ林においてジェネットの分布を解析し，この菌種の繁殖戦略の特徴を明らかにした。次に本邦の広範
囲に分布する 27 地点の宿主マツ林の菌の個体群を対象に遺伝的変異の地理的分布を明らかにした。そして，
後氷期以降の宿主の分布変遷と宿主の生態的特徴に菌種の繁殖戦略を関連付け，地理的分布パターンの成因
を総合的に考察した。本研究は類似研究のほとんどない独創性が高いものとして評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
